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(57)【要約】
【課題】表示装置を駆動するフィールドシーケンシャル
方式において、画像信号の書き込みを多様化して高品位
の画像表示を可能とする。
【解決手段】フレーム期間は、単位色毎のフィールド期
間に分割されており、更に、第１から第ｎサブフィール
ド期間に分割されている。第１サブフィールド期間に、
フィールド画像の本来の解像度と比べて少なくとも走査
線に沿った方向についての解像度が劣る第１解像度の第
１サブフィールド画像を、その一部分について本来書き
込むべき画像信号で書き込む。次に、第２サブフィール
ド期間に、第１解像度と比べて解像度が優る第２解像度
の第２サブフィールド画像における、前記一部分を除い
た他の部分を、該他の部分について本来書き込むべき画
像信号で書き込む。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに交差する複数の走査線及びデータ線と、該走査線及びデータ線の交差に対応して
形成される複数の画素部と、複数の単位色に相当する光を時分割で前記画素部に供給可能
な光源とを備える表示装置を駆動する表示装置の駆動方法であって、
　フレーム画像に対応するフレーム期間が、前記フレーム画像を構成する前記単位色毎の
フィールド画像に対応する前記単位色毎のフィールド期間に分割されており、更に前記フ
ィールド期間が、第１から第ｎ（但し、ｎは２以上の自然数）サブフィールド期間に分割
されており、
　前記第１サブフィールド期間に、前記フィールド画像の本来の解像度と比べて少なくと
も前記走査線に沿った第１方向についての解像度が劣る第１解像度の第１サブフィールド
画像を、該第１サブフィールド画像の一部分について本来書き込むべき前記画像信号で書
き込むようにしつつ前記複数の画素部に書き込むように、前記走査線に走査信号を供給す
ると共に前記データ線に前記画像信号を供給する第１工程と、
　前記第２サブフィールド期間に、前記第１解像度と比べて前記第１方向及び前記データ
線に沿った第２方向のうち少なくとも一方の方向についての解像度が優ると共に前記本来
の解像度以下である第２解像度の第２サブフィールド画像における前記一部分を除いた他
の部分を、該他の部分について本来書き込むべき前記画像信号で書き込むようにしつつ前
記複数の画素部に書き込むように、前記走査線に前記走査信号を供給すると共に前記デー
タ線に前記画像信号を供給する第２工程と
　を備えることを特徴とする表示装置の駆動方法。
【請求項２】
　前記第Ｌ（但し、Ｌは３以上の自然数）サブフィールド期間に、前記第２解像度と比べ
て前記少なくとも一方の方向についての解像度が優ると共に前記本来の解像度以下である
第Ｌ解像度の第Ｌサブフィールド画像における、前記一部分及び前記他の部分を除いた更
に他の部分を、該更に他の部分について本来書き込むべき前記画像信号で書き込むように
しつつ前記複数の画素部に書き込むように、前記走査線に前記走査信号を供給すると共に
前記データ線に前記画像信号を供給する後続工程を更に備え、
　前記後続工程は、前記フィールド期間毎に、前記第Ｌサブフィールド画像が前記複数の
画素部の全てについて本来供給されるべき前記画像信号で書き込まれるまで繰り返し実行
される
　ことを特徴とする請求項１に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項３】
　前記第２工程は、前記第２サブフィールド期間に、前記他の部分についてのみ書き込む
ことを特徴とする請求項１又は２に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項４】
　前記第１工程は、前記第１サブフィールド期間に、前記走査線に前記走査信号を供給す
るのに同期して、前記データ線のうちｍ（但し、ｍは２以上の自然数）本のデータ線から
なるグループに含まれる第ｉ（但し、ｉはｍ以下の自然数）データ線に対応する前記画像
信号を、前記グループ別にまとめて供給し、
　前記第２工程は、前記第２サブフィールド期間に、前記走査線に前記走査信号を供給す
るのに同期して、前記グループに含まれる第ｊ（但し、ｊはｉと異なるｍ以下の自然数）
データ線に対応する前記画像信号を、前記グループ毎の前記第ｊデータ線に供給する
　ことを特徴とする請求項３に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項５】
　前記第２工程は、前記第２サブフィールド期間に、前記第２サブフィールド画像におけ
る前記一部分及び前記他の部分を除いた残余の部分を、前記他の部分について本来書き込
むべき前記画像信号で書き込むことを特徴とする請求項１又は２に記載の表示装置の駆動
方法。
【請求項６】
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　前記第１工程は、前記第１サブフィールド期間に、前記走査線に前記走査信号を供給す
るのに同期して、前記データ線のうちｍ（但し、ｍは２以上の自然数）本のデータ線から
なるグループに含まれる第ｉ（但し、ｉはｍ以下の自然数）データ線に対応する前記画像
信号を、前記グループ別にまとめて供給し、
　前記第２工程は、前記第２サブフィールド期間に、前記走査線に前記走査信号を供給す
るのに同期して、前記グループに含まれる第ｊ（但し、ｊはｉと異なるｍ以下の自然数）
データ線に対応する前記画像信号を、前記グループから前記第ｉデータ線を除外し且つ前
記第ｊデータ線を含めた残余のグループ別にまとめて供給する
　ことを特徴とする請求項５に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項７】
　前記第１工程は、前記第１サブフィールド画像として、前記本来の解像度と比べて前記
第１方向及び前記第２方向の両者について解像度が劣るブロック単位別に前記画像信号が
書き込まれてなるブロック単位画像を、前記複数の画素部に書き込むように、前記走査線
に走査信号を供給すると共に前記データ線に前記画像信号を供給し、
　前記第２工程は、前記ブロック単位別に、前記他の部分を前記複数の画素部に書き込む
ように、前記走査線に前記走査信号を供給すると共に前記データ線に前記画像信号を供給
する
　ことを特徴とする請求項１から６のいずれか一項に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項８】
　前記第１から第ｎサブフィールド期間の各々において、前記データ線に沿った方向のラ
イン走査に係る走査速度が一定であることを特徴とする請求項１から７のいずれか一項に
記載の表示装置の駆動方法。
【請求項９】
　前記第１サブフィールド期間に、前記光源により前記光が供給されず、
　前記第２サブフィールド期間以降に、前記光源により前記光が供給される
　ことを特徴とする請求項１から８のいずれか一項に記載の駆動方法。
【請求項１０】
　互いに交差する複数の走査線及びデータ線と、該走査線及びデータ線の交差に対応して
形成される複数の画素部と、複数の単位色に相当する光を時分割で前記画素部に供給可能
な光源とを備える表示装置を駆動する表示装置の駆動回路であって、
　フレーム画像に対応するフレーム期間が、前記フレーム画像を構成する前記単位色毎の
フィールド画像に対応する前記単位色毎のフィールド期間に分割されており、更に前記フ
ィールド期間が、第１から第ｎ（但し、ｎは２以上の自然数）サブフィールド期間に分割
されており、
　前記第１サブフィールド期間に、前記フィールド画像の本来の解像度と比べて少なくと
も前記走査線に沿った第１方向についての解像度が劣る第１解像度の第１サブフィールド
画像を、該第１サブフィールド画像の一部分について本来書き込むべき前記画像信号で書
き込むようにしつつ前記複数の画素部に書き込むように、前記走査線に走査信号を供給す
ると共に前記データ線に前記画像信号を供給する第１駆動手段と、
　前記第２サブフィールド期間に、前記第１解像度と比べて前記第１方向及び前記データ
線に沿った第２方向のうち少なくとも一方の方向についての解像度が優ると共に前記本来
の解像度以下である第２解像度の第２サブフィールド画像における前記一部分を除いた他
の部分を、該他の部分について本来書き込むべき前記画像信号で書き込むようにしつつ前
記複数の画素部に書き込むように、前記走査線に前記走査信号を供給すると共に前記デー
タ線に前記画像信号を供給する第２駆動手段と
　を備えることを特徴とする表示装置の駆動回路。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の表示装置の駆動回路と、
　前記走査線及びデータ線と、
　前記画素部と、
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　前記光源と
　を備えることを特徴とする電気光学装置。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の電気光学装置を具備してなることを特徴とする電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、フィールドシーケンシャル（ＦＳ）方式により表示装置を駆動する表示装置
の駆動方法及び回路、並びに、当該駆動方法により駆動される、例えば液晶装置等の電気
光学装置、更に該電気光学装置を備えて構成される電子機器の技術分野に関する。
【背景技術】
【０００２】
　フィールドシーケンシャル（ＦＳ）方式は、表示装置において、典型的には１枚のカラ
ーのフレーム画像を表示するための１つのフレーム期間が、複数の単位色として、赤色（
Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）の３色の各々のフィールド画像を表示するための３つのフ
ィールド期間から構成される。各フィールド期間では、各画素に対して、色別の画像デー
タの書き込みが行われた後に、光源を点灯して対応する色の光を供給する。
【０００３】
　例えば特許文献１によれば、表示領域を複数の区分領域に分割し、区分領域毎に光源を
複数配置する。各フィールド期間では、区分領域における各走査線が選択されてこれに対
応する画素に対する画像データの書き込みが終了した後、光源を点灯する。しかしながら
、この場合、隣接する光源の明るさが異なることにより、区分領域の境で輝度ムラが生じ
、カラー画像の表示品位が劣化すると共に、複数の光源の各々の動作制御が煩雑となるお
それがある。
【０００４】
　これに対して、特許文献２によれば、複数の光源を配置させることなく、各フィールド
期間における光源の点灯期間をより長く確保する技術が開示されている。より具体的には
、各フィールド期間を第１及び第２サブフィールド期間に分割し、第１サブフィールド期
間で、低解像度の画像を表示するための画像データの書き込みが行われた後に、第２サブ
フィールド期間で光源を点灯しつつ、第１サブフィールド期間における低解像度の画像に
不足する画像データを補填的に書き込み、高解像度の画像を表示する。
【０００５】
　特許文献２によれば、第１サブフィールドで二つの画素行を同時に選択して、これらの
うち一つの画素行の画像データの書き込みを行い、第２サブフィールドでは、これらのう
ち他の一つの画素行の画像データの書き込みを行う。
【０００６】
【特許文献１】特開２００２－２２１７０２号公報
【特許文献２】特開２００６－１６３３５８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、特許文献２に開示された技術によれば、表示装置の種類や表示させる画
像等に応じて、例えば上述したように二つの画素行毎に画像データが書き込まれる態様に
限られず、多様な画像データの書き込みを行う方が、遥かに相応しい状況（即ち、より容
易にして高品位の画像表示が可能となるような状況）が、生じ得るという技術的問題点が
ある。
【０００８】
　加えて、第１サブフィールドと比較して、第２サブフィールド或いはそれ以降のサブフ
ィールドで、より多くの画素行に対応する画像データの書き込みが行われることがある。
従って、第２サブフィールド或いはそれ以降で、走査速度を高める必要性が生じる或いは
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供給すべき画像データを複雑高度化せざるを得ないなど、画像データの書き込みに係る負
担が大きくなるという問題点もある。
【０００９】
　本発明は、例えば上述した問題点に鑑みなされたものであり、画像信号の書き込みを多
様化して高品位の画像表示を可能ならしめる、ＦＳ方式により表示装置の駆動を行う表示
装置の駆動方法及び回路、並びに電気光学装置及びこれを備えた電子機器を提供すること
を課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の表示装置の駆動方法は上記課題を解決するために、互いに交差する複数の走査
線及びデータ線と、該走査線及びデータ線の交差に対応して形成される複数の画素部と、
複数の単位色に相当する光を時分割で前記画素部に供給可能な光源とを備える表示装置を
駆動する表示装置の駆動方法であって、フレーム画像に対応するフレーム期間が、前記フ
レーム画像を構成する前記単位色毎のフィールド画像に対応する前記単位色毎のフィール
ド期間に分割されており、更に前記フィールド期間が、第１から第ｎ（但し、ｎは２以上
の自然数）サブフィールド期間に分割されており、前記第１サブフィールド期間に、前記
フィールド画像の本来の解像度と比べて少なくとも前記走査線に沿った第１方向について
の解像度が劣る第１解像度の第１サブフィールド画像を、該第１サブフィールド画像の一
部分について本来書き込むべき前記画像信号で書き込むようにしつつ前記複数の画素部に
書き込むように、前記走査線に走査信号を供給すると共に前記データ線に前記画像信号を
供給する第１工程と、前記第２サブフィールド期間に、前記第１解像度と比べて前記第１
方向及び前記データ線に沿った第２方向のうち少なくとも一方の方向についての解像度が
優ると共に前記本来の解像度以下である第２解像度の第２サブフィールド画像における前
記一部分を除いた他の部分を、該他の部分について本来書き込むべき前記画像信号で書き
込むようにしつつ前記複数の画素部に書き込むように、前記走査線に前記走査信号を供給
すると共に前記データ線に前記画像信号を供給する第２工程とを備える。
【００１１】
　本発明の表示装置の駆動方法によれば、例えば液晶装置である表示装置は、次のように
ＦＳ方式で駆動される。ここで本発明に係るＦＳ方式では、前提として、フレーム期間は
、例えばＲＧＢの単位色毎のフィールド期間に分割されている。更に、フィールド期間は
、第１から第ｎサブフィールド期間に分割されている。即ち、例えばＲＧＢのフルカラー
の画像であるフレーム画像は、ＲＧＢ別の単一色の画像である複数のフィールド画像から
時分割で構成され、更に、各フィールド画像は、複数のサブフィールド画像が順次表示さ
れる結果として表示される。
【００１２】
　先ず第１工程では、第１サブフィールド期間に、例えば走査線駆動手段により走査線に
走査信号が供給されつつデータ線駆動手段或いは画像信号供給手段によりデータ線に画像
信号が供給されることで、第１サブフィールド画像が、複数の画素部に書き込まれる。こ
こに、第１サブフィールド画像は、フィールド画像の本来の解像度、即ち、データ線×走
査線数（或いは全画素数）により規定される本来の解像度と比べて、少なくとも走査線に
沿った第１方向（即ち、データ線に交わる方向或いはＸ方向）について劣る第１解像度を
持つ。このような第１サブフィールド画像が書き込まれる際には、第１サブフィールド画
像の一部分については、本来書き込むべき画像信号で書き込まれる。言い換えれば、第１
サブフィールド画像が書き込まれる際には、第１サブフィールド画像の他の部分について
は、一部分に本来書き込むべきであって該他の部分に本来書き込むべきではない画像信号
で、暫定的に書き込まれる。よって、第１サブフィールド画像の全域については、その解
像度は、上述の一部分が占める割合に応じて定まる。
【００１３】
　ここで例えば風景、人物像、アニメーション、コンピュータ画像等々の人間が視察可能
な画像においては、第１方向に並ぶ複数の画素間における、表示すべき画像の輝度や色彩
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の差は、一般に小さい。従って、この時点で、或いは後続の第２工程の後に、光源による
光の供給を行うことで、このような低解像度の第１サブフィールド画像を表示しても、視
覚上は相応に理解可能な画像となる。
【００１４】
　尚、好ましくは、この第１工程を行っている最中には、光源による光の供給を行わない
でよく、実際にこのような低解像度の画像は、表示されなくてよい。
【００１５】
　続いて第２工程では、第２サブフィールド期間に、例えば走査線駆動手段により走査線
に走査信号が供給されつつデータ線駆動手段或いは画像信号供給手段によりデータ線に画
像信号が供給されることで、第２サブフィールド画像が、複数の画素部に書き込まれる。
ここに第２サブフィールド画像は、第１解像度と比べて第１方向及びデータ線に沿った第
２方向（即ち、走査線に交わる方向或いはＹ方向）のうち少なくとも一方の方向について
の解像度が優ると共に本来の解像度以下の第２解像度を持つ。
【００１６】
　このような第２サブフィールド画像が書き込まれる際には、第２サブフィールド画像に
おける一部分を除いた他の部分については、該他の部分について本来書き込むべき画像信
号で書き込まれる。言い換えれば、第２サブフィールド画像が書き込まれる際には、第２
サブフィールド画像における“更に他の部分”については、一部分に本来書き込むべきで
あって該“更に他の部分”に本来書き込むべきではない画像信号で、暫定的に書き込まれ
たままの状態が継続される。或いは、他の部分に本来書き込むべきであって該“更に他の
部分”に本来書き込むべきではない画像信号で、暫定的に書き込まれる。よって、いずれ
にせよ第２サブフィールド画像の全域については、その解像度は、上述の一部分及び他の
部分が占める割合に応じて定まる。
【００１７】
　このように、第２工程後における解像度は、第１工程後における解像度と比べて、少な
くとも一方の方向について本来のフィールド画像の解像度に近いものへと向上されている
。よって、この時点で、光の供給を行うことで、第１工程の直後より顕著に解像度に勝る
サブフィールド画像を表示できる。
【００１８】
　尚、この第２工程の最中に、光の供給を行わないことで、実際にこのような画像は、表
示されなくてもよい。即ち、第３サブフィールド以降で解像度を更に高めた上で、光の供
給を行うことで、第２工程の直後より解像度に勝るサブフィールド画像を表示してもよい
。但し、光源による光の供給を遅らせると、表示画像が暗くなるので、解像度と輝度とに
係る装置仕様や要望に応じて、どの時点から光を供給するかを決めればよい。
【００１９】
　以上のように画像信号の書き込みを多様化しつつ、走査線に沿った方向について走査速
度を相対的に低下させ、ＦＳ方式による高品位の画像表示が可能となるように表示装置の
駆動を行える。
【００２０】
　本発明の表示装置の駆動方法の一態様では、前記第Ｌ（但し、Ｌは３以上の自然数）サ
ブフィールド期間に、前記第２解像度と比べて前記少なくとも一方の方向についての解像
度が優ると共に前記本来の解像度以下である第Ｌ解像度の第Ｌサブフィールド画像におけ
る、前記一部分及び前記他の部分を除いた更に他の部分を、該更に他の部分について本来
書き込むべき前記画像信号で書き込むようにしつつ前記複数の画素部に書き込むように、
前記走査線に前記走査信号を供給すると共に前記データ線に前記画像信号を供給する後続
工程を更に備え、前記後続工程は、前記フィールド期間毎に、前記第Ｌサブフィールド画
像が前記複数の画素部の全てについて本来供給されるべき前記画像信号で書き込まれるま
で繰り返し実行される。
【００２１】
　この態様によれば、後続工程では、第Ｌサブフィールド期間（例えば、第３、第４、…
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、第ｎサブフィールド期間）に、例えば走査線駆動手段により走査線に走査信号が供給さ
れつつデータ線駆動手段或いは画像信号供給手段によりデータ線に画像信号が供給される
ことで、第Ｌサブフィールド画像が、複数の画素部に書き込まれる。ここに第Ｌサブフィ
ールド画像は、第２解像度と比べて少なくとも一方の方向についての解像度が優ると共に
本来の解像度以下である第Ｌ解像度を持つ。
【００２２】
　このような第Ｌサブフィールド画像が書き込まれる際には、第Ｌサブフィールド画像に
おける一部分及び他の部分を除いた“更に他の部分”については、該“更に他の部分”に
ついて本来書き込むべき画像信号で書き込まれる。よって、第Ｌサブフィールド画像の全
域については、その解像度は、上述の一部分、他の部分及び更に他の部分が占める割合に
応じて定まる。言い換えれば、暫定的に書き込まれた画素部の数が減るだけ、解像度が向
上する。
【００２３】
　このような後続工程は、第Ｌサブフィールド画像が複数の画素部の全てについて本来供
給されるべき画像信号で書き込まれるまで繰り返し実行され、表示されるべき画像信号と
画素部とが正規に合致しているのは、後のサブフィールド期間になればなるほど、多くな
り、ついには、全ての画素部について合致を見る。言い換えれば、暫定的に書き込まれた
画素部の数は漸減する。即ち最終的には、本来の解像度に等しい解像度のサブフィールド
画像が表示される。
【００２４】
　よって、後続工程の任意の時点で、光の供給を行うことで、第１工程の直後より顕著に
解像度に勝るサブフィールド画像を表示できる。言い換えれば、同一フィールド期間中に
は、後続工程におけるサブフィールド期間別のライン走査が実行されるに連れて、視覚上
は解像度が徐々に向上してくる。よって、走査速度を高めることで、第１工程直後のサブ
フィールド画像の存在により（或いはこれに加えて第２工程直後のサブフィールド画像の
存在により）、視覚上で低解像度との印象を殆ど与えないようにすることも可能である。
このようにＦＳ方式による高品位の画像表示が可能となる。
【００２５】
　本発明の表示装置の駆動方法の他の態様では、前記第２工程は、前記第２サブフィール
ド期間に、前記他の部分についてのみ書き込む。
【００２６】
　この態様によれば、第２工程は、第２サブフィールド期間に、第１工程で本来書き込ま
れるべき画像信号で書き込まれた一部分を除く他の部分についてのみ、該他の部分に本来
書き込まれるべき画像信号で書き込む。即ち、これら一部分及び他の部分を除く“更に他
の部分”については、第１サブフィールド期間で暫定的に書き込まれた画像信号がそのま
ま保持されている。このように暫定的な書き込み動作については、第１サブフィールド期
間でのみ行えばよいので、全体として書き込み負荷が軽減される。
【００２７】
　この態様では、前記第１工程は、前記第１サブフィールド期間に、前記走査線に前記走
査信号を供給するのに同期して、前記データ線のうちｍ（但し、ｍは２以上の自然数）本
のデータ線からなるグループに含まれる第ｉ（但し、ｉはｍ以下の自然数）データ線に対
応する前記画像信号を、前記グループ別にまとめて供給し、前記第２工程は、前記第２サ
ブフィールド期間に、前記走査線に前記走査信号を供給するのに同期して、前記グループ
に含まれる第ｊ（但し、ｊはｉと異なるｍ以下の自然数）データ線に対応する前記画像信
号を、前記グループ毎の前記第ｊデータ線に供給するように構成してもよい。
【００２８】
　このように構成すれば、第１サブフィールド期間には、典型的には相隣接する複数ｍ本
のデータ線のグループの単位で、画像信号を供給すればよい。このため、画像信号の駆動
周波数を、ｍの値に応じて低減できる。更に、画像信号をグループ毎に同時にサンプリン
グするなど、比較的簡単な構成により、当該駆動方法を実現できる。特に第１工程で、グ
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ループに含まれる全データ線へ同時に画像信号を供給し、第２工程以降で、グループに含
まれる一本のデータ線へ画像信号を供給すれば足りる。
【００２９】
　本発明の表示装置の駆動方法の他の態様では、前記第２工程は、前記第２サブフィール
ド期間に、前記第２サブフィールド画像における前記一部分及び前記他の部分を除いた残
余の部分を、前記他の部分について本来書き込むべき前記画像信号で書き込む。
【００３０】
　この態様によれば、第２工程は、第２サブフィールド期間に、第１工程で本来書き込ま
れるべき画像信号で書き込まれた一部分及び第２工程で本来書き込まれるべき画像信号で
書き込まれる他の部分を除く“残余の部分”についても、第２工程で再び暫定的な書き込
みを行う。即ち、残余の部分にある各画素部については、第１工程で、暫定的な書き込み
が行われ、第２工程で再び暫定的な書き込みが行われる。このように暫定的な書き込み動
作が繰り返し行われれば、暫定的な書き込みが行われる画像信号を、より近所の画素部に
対する画像信号であるが故に本来の画像信号により近い値の画像信号とすることが可能と
なる。即ち、前述した第１工程でのみ暫定的な書き込みを行う態様と比較して、第２サブ
フィールド以降における解像度を向上させることが可能となる。
【００３１】
　この態様では、前記第１工程は、前記第１サブフィールド期間に、前記走査線に前記走
査信号を供給するのに同期して、前記データ線のうちｍ（但し、ｍは２以上の自然数）本
のデータ線からなるグループに含まれる第ｉ（但し、ｉはｍ以下の自然数）データ線に対
応する前記画像信号を、前記グループ別にまとめて供給し、前記第２工程は、前記第２サ
ブフィールド期間に、前記走査線に前記走査信号を供給するのに同期して、前記グループ
に含まれる第ｊ（但し、ｊはｉと異なるｍ以下の自然数）データ線に対応する前記画像信
号を、前記グループから前記第ｉデータ線を除外し且つ前記第ｊデータ線を含めた残余の
グループ別にまとめて供給するように構成してもよい。
【００３２】
　このように構成すれば、第１サブフィールド期間には、典型的には相隣接する複数ｍ本
のデータ線のグループの単位で、画像信号を供給すればよい。このため、画像信号の駆動
周波数を、ｍの値に応じて低減できる。更に、画像信号をグループ毎に同時にサンプリン
グするなど、比較的簡単な構成により、当該駆動方法を実現できる。特に第１工程で、グ
ループに含まれる全データ線へ同時に画像信号を供給し、第２工程以降で、グループに含
まれるｍ－１本のデータ線へ同時に画像信号を供給すれば足りる。
【００３３】
　本発明の表示装置の駆動方法の他の態様では、前記第１工程は、前記第１サブフィール
ド画像として、前記本来の解像度と比べて前記第１方向及び前記第２方向の両者について
解像度が劣るブロック単位別に前記画像信号が書き込まれてなるブロック単位画像を、前
記複数の画素部に書き込むように、前記走査線に走査信号を供給すると共に前記データ線
に前記画像信号を供給し、前記第２工程は、前記ブロック単位別に、前記他の部分を前記
複数の画素部に書き込むように、前記走査線に前記走査信号を供給すると共に前記データ
線に前記画像信号を供給する。
【００３４】
　この態様によれば、先ず第１工程では、ブロック単位画像が書き込まれる。ここに「ブ
ロック単位画像」とは、複数のデータ線及び複数の走査線に対応しており、例えば、ａ（
但し、ａは２以上の自然数）行×ｍ（但し、ｂは２以上の自然数）列の画素から構成され
る。この場合、ブロック画像は、相隣接するｍ本のデータ線と、相隣接するａ本の走査線
とに対応する画素領域に一致する。続いて第２工程では、このブロック単位別に、その中
の一部について画像信号が新たに書き込まれる。これにより、各ブロックにおける解像度
が向上される。このように低解像度の第１サブフィールド画像をブロック単位画像とする
ことで、低解像度の画像を縦又は横に一方的にぼけたものでなく、縦及び横の両者にバラ
ンスよくぼけた、即ちより自然にぼけた画像とすることができる。しかも、データ線の駆
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動又は走査線の駆動の一方のみについて一方的に駆動周波数を下げるのではなく、データ
線の駆動及び走査線の駆動の両者についてバランスよく駆動周波数を下げることも可能と
なり、実践上有利となる。
【００３５】
　本発明の表示装置の駆動方法の他の態様では、前記第１から第ｎサブフィールド期間の
各々において、前記データ線に沿った方向のライン走査に係る走査速度が一定である。
【００３６】
　この態様によれば、各サブフィールド期間において、一定の走査速度で行えばよいので
、走査信号の供給に係る装置構成及び制御動作は、簡単或いは容易なもので済む。例えば
、後述のイネーブル信号を用いれば、一定の走査速度でのライン走査は簡単に実行可能と
なる。
【００３７】
　尚、第１から第ｎサブフィールド期間の各々において、走査線に沿った方向の水平走査
に係る走査速度も一定であってよい。
【００３８】
　本発明の表示装置の駆動方法の他の態様では、前記第１サブフィールド期間に、前記光
源により前記光が供給されず、前記第２サブフィールド期間以降に、前記光源により前記
光が供給される。
【００３９】
　この態様によれば、サブフィールド画像における解像度が最も低い第１サブフィールド
期間には、光源による光の供給を行わないことで、画像表示が行われない。続いて、サブ
フィールド画像における解像度が顕著に高められた第２サブフィールド期間以降には、光
源による光の供給を行うことで、画像表示が行わる。よって、解像度と明るさとを実践上
適度に両立させることが可能となる。
【００４０】
　本発明の表示装置の駆動回路は上記課題を解決するために、互いに交差する複数の走査
線及びデータ線と、該走査線及びデータ線の交差に対応して形成される複数の画素部と、
複数の単位色に相当する光を時分割で前記画素部に供給可能な光源とを備える表示装置を
駆動する表示装置の駆動回路であって、フレーム画像に対応するフレーム期間が、前記フ
レーム画像を構成する前記単位色毎のフィールド画像に対応する前記単位色毎のフィール
ド期間に分割されており、更に前記フィールド期間が、第１から第ｎ（但し、ｎは２以上
の自然数）サブフィールド期間に分割されており、前記第１サブフィールド期間に、前記
フィールド画像の本来の解像度と比べて少なくとも前記走査線に沿った第１方向について
の解像度が劣る第１解像度の第１サブフィールド画像を、該第１サブフィールド画像の一
部分について本来書き込むべき前記画像信号で書き込むようにしつつ前記複数の画素部に
書き込むように、前記走査線に走査信号を供給すると共に前記データ線に前記画像信号を
供給する第１駆動手段と、前記第２サブフィールド期間に、前記第１解像度と比べて前記
第１方向及び前記データ線に沿った第２方向のうち少なくとも一方の方向についての解像
度が優ると共に前記本来の解像度以下である第２解像度の第２サブフィールド画像におけ
る前記一部分を除いた他の部分を、該他の部分について本来書き込むべき前記画像信号で
書き込むようにしつつ前記複数の画素部に書き込むように、前記走査線に前記走査信号を
供給すると共に前記データ線に前記画像信号を供給する第２駆動手段とを備える。
【００４１】
　本発明の表示装置の駆動回路は、上述した本発明の表示装置の駆動方法と同様に、画像
信号の書き込みを多様化しつつ、走査線に沿った方向について走査速度を相対的に低下さ
せ、ＦＳ方式による高品位の画像表示が可能となる。
【００４２】
　尚、本発明の表示装置の駆動回路においても、上述した本発明の表示装置の駆動方法に
おける各種態様と同様の各種態様を採ることが可能である。
【００４３】
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　本発明の電気光学装置は上記課題を解決するために、上述した本発明の表示装置の駆動
回路と、前記走査線及びデータ線と、前記画素部と、前記光源とを備える。
【００４４】
　本発明の電気光学装置によれば、上述した本発明の表示装置の駆動回路と同様に、画像
信号の書き込みを多様化しつつ、走査線に沿った方向について走査速度を相対的に低下さ
せ、ＦＳ方式による高品位の画像表示が可能となる。
【００４５】
　本発明の電子機器は上記課題を解決するために、上述した本発明の電気光学装置を具備
してなる。
【００４６】
　本発明の電子機器によれば、上述した本発明の電気光学装置を具備してなるので、高品
位な表示を行うことが可能な、投射型表示装置、携帯電話、電子手帳、ワードプロセッサ
、ビューファインダ型又はモニタ直視型のビデオテープレコーダ、ワークステーション、
テレビ電話、ＰＯＳ端末、タッチパネルなどの各種電子機器を実現できる。
【００４７】
　本発明のこのような作用及び他の利得は次に説明する実施するための最良の形態から明
らかにされる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４８】
　以下では、本発明に係る駆動方法及び回路、更には本発明に係る駆動方法により駆動さ
れる電気光学装置、並びに電子機器の各実施形態について図を参照しつつ説明する。なお
、以下の各実施形態では、表示装置の一例である電気光学装置として、駆動回路内蔵型の
ＴＦＴアクティブマトリクス駆動方式の液晶装置を例に挙げて説明する。
【００４９】
　＜第１実施形態＞
　先ず、液晶装置の全体構成について、図１及び図２を参照して説明する。ここに、図１
は、液晶装置の全体構成を示すブロック図であり、図２は、液晶パネルの電気的な構成を
示すブロック図である。
【００５０】
　図１に示すように、液晶装置は、主要部として、液晶パネル１００、光源２００、コン
トローラ５００、フレームメモリ６００、及び電源回路７００を備える。
【００５１】
　コントローラ５００は、例えばＣＰＵ（Central Processing Unit）等の論理演算回路
を含んで構成される。具体的には、コントローラ５００には、画像信号生成回路５０２、
タイミング制御回路５０４、及び光源制御回路５０６が含まれる。
【００５２】
　コントローラ５００には、水平同期信号Ｈｓ及び垂直同期信号Ｖｓ、ドットクロックＤ
ＣＬＫ、並びに表示データＲ－ＤＡＴＡ、Ｇ－ＤＡＴＡ及びＢ－ＤＡＴＡが供給される。
これらの各種の供給信号は、例えば液晶装置外のビデオデッキ等の外部装置（図示省略）
で生成されるか、このような外部装置からのソース信号に基づいて液晶装置内の回路（図
示省略）で生成されて、コントローラ５００に供給される。
【００５３】
　画像信号生成回路５０２には、水平同期信号Ｈｓ、垂直同期信号Ｖｓ及びドットクロッ
クＤＣＬＫ、並びに表示データＲ－ＤＡＴＡ、Ｇ－ＤＡＴＡ及びＢ－ＤＡＴＡが供給され
る。
【００５４】
　ここに、本実施形態では、一例として、表示データＲ－ＤＡＴＡ、Ｇ－ＤＡＴＡ及びＢ
－ＤＡＴＡが、１枚のカラーのフレーム画像を構成する複数の単位色のフィールド画像と
して、Ｒ、Ｇ、Ｂの３色の各々のフィールド画像を表示するための画像データであること
を前提とする。即ちこの場合、Ｒ画像（即ちＲフィールド画像）を表示するための表示デ
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ータＲ－ＤＡＴＡ、Ｇ画像（即ちＧフィールド画像）を表示するための表示データＧ－Ｄ
ＡＴＡ、及びＢ画像（即ちＢフィールド画像）を表示するための表示データＢ－ＤＡＴＡ
がコントローラ５００に供給される。
【００５５】
　画像信号生成回路５０２は、例えば、表示データＲ－ＤＡＴＡ、Ｇ－ＤＡＴＡ及びＢ－
ＤＡＴＡに基づいて、１枚のカラーのフレーム画像を表示するための１フレーム（即ちフ
レーム期間）毎に、Ｒ、Ｇ、Ｂの各々の画像を順次にフィールド毎に表示するための３種
のフィールドデータ（即ちフィールド画像を示す画像データ）を生成する。画像信号生成
回路５０２は、生成した３種のフィールドデータをフレームメモリ６００に一時的に蓄積
し、１フィールドを構成する各サブフィールドで３種のフィールドデータのうち、対応す
る色（Ｒ、Ｇ、Ｂのうちの一色）の画像を表示するためのフィールドデータを、ライン走
査用の所定順序で読み出す。
【００５６】
　画像信号生成回路５０２は、読み出した１種のフィールドデータに対して所定種類の処
理を行い、走査線に対して走査信号が供給される周期に同期して、走査線に沿った画素行
毎の、例えば走査ライン毎の、第１又は第２画像信号Ｖｄ１又はＶｄ２を生成する。ここ
にいう所定種類の処理として例えば、第１又は第２画像信号Ｖｄ１又はＶｄ２の電位を、
所定の周期（例えば、一の走査線に対して走査信号が供給される周期、１サブフィールド
周期、或いは１フィールド周期、１フレーム周期）で所定の基準電位に対して正極性（＋
）及び負極性（－）に反転した後、第１又は第２画像信号Ｖｄ１又はＶｄ２を出力する。
【００５７】
　ここに「第１画像信号Ｖｄ１」は、フィールド画像を構成する一系列の画像信号Ｖｄか
ら、後述の如く少なくとも走査線に沿ったＸ方向に低解像度であるサブフィールド画像を
表示するために、第１サブフィールド用に生成された画像信号である。他方、「第２画像
信号Ｖｄ２」は、フィールド画像を構成する一系列の画像信号Ｖｄから、低解像度のサブ
フィールド画像を補填するサブフィールド画像を続いて表示するために、第２サブフィー
ルド以降用に生成された画像信号である。但し、サンプリング回路における画像信号のサ
ンプリングの仕方に工夫を施すことにより、画像信号については、一種類の或いは一系列
（即ちフィールド画像を構成する一系列の画像信号Ｖｄのみ）であってもかまわない。
【００５８】
　タイミング制御回路５０４は、各種タイミング信号を出力するように構成されている。
具体的には、タイミング制御回路５０４は、水平同期信号Ｈｓ、垂直同期信号Ｖｓ及びド
ットクロックＤＣＬＫに基づいて、Ｙクロック信号ＣＬＹ（及びその反転信号である反転
Ｙクロック信号ＣＬＹｉｎｖ）、Ｘクロック信号ＣＬＸ（及びその反転信号である反転Ｘ
クロック信号ＸＣＬｉｎｖ）、ＹスタートパルスＤＹ及びＸスタートパルスＤＸが生成さ
れる。更に、タイミング制御回路５０４において、後述するようなデータ線への画像信号
Ｖｄ１及びＶｄ２の出力タイミングを決定する、例えば２種のイネーブル信号ＥＮＢｘ１
及びＥＮＢｘ２が生成される。
【００５９】
　これら各種タイミング信号は、タイミング制御回路５０４から出力され、コントローラ
５００内の各部に加えて、後述する液晶パネル１００に搭載される内部駆動回路の各部に
おいても使用される。
【００６０】
　また、光源２００は、その詳細な内部構成については図示を省略してあるが、複数の単
位色として、Ｒ、Ｇ、Ｂの３色の各々の各色毎に、Ｒ、Ｇ、Ｂの各々に相当する光を時分
割で、液晶パネル１００の各画素部に供給可能なように構成される。具体的には、光源２
００は、例えば複数の発光ダイオード（ＬＥＤ：Light Emitting Diode）から構成されて
おり、複数のＬＥＤは夫々、Ｒ（赤色）、Ｇ（緑色）、Ｂ（青色）に相当する光を時分割
で出射する。即ち、複数のＬＥＤは、発光期間が互いに重ならないように、夫々周期的に
光を出射する。出射された光は、例えば合成プリズム等によって合成されて、液晶パネル
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１００へと照射される。尚、一つの光源２００から色調が異なる複数の光が、時分割で出
射されるようにしてもよい。
【００６１】
　光源制御回路５０６は、１フレームにおける各フィールドで、光源２００の動作を制御
する。
【００６２】
　また、電源回路７００は、所定の共通電位ＬＣＣの共通電源を液晶パネル１００に供給
する。液晶パネル１００においては、例えば、画素部毎に設けられた画素電極と対向する
ように対向電極が形成されるが（詳細は後述する）、電源回路７００より対向電極に共通
電源ＬＣＣが供給される。なお、電源回路７００は、コントローラ５００内に設けられる
ようにしてもよい。
【００６３】
　次に、図２を参照して液晶パネル１００における電気的な構成について説明する。
【００６４】
　図２において、液晶パネル１００における画像表示領域１０ａには、複数の走査線１１
ａ及び複数のデータ線６ａが互いに交差して配線され、これら交差に対応して画素に対応
する画素部がマトリクス状に設けられている。
【００６５】
　図２において、画像表示領域１０ａの周辺に位置する周辺領域には、図１に示したコン
トローラ１００或いは画像信号生成回路５０２と共に本発明に係る「第１駆動手段」及び
「第２駆動手段」の一例を構成する、データ線駆動回路１０１及び走査線駆動回路１０４
が設けられている。
【００６６】
　走査線駆動回路１０４は、タイミング制御回路５０４より、Ｙクロック信号ＣＬＹ（及
び反転Ｙクロック信号ＣＬＹｉｎｖ（図示せず））、ＹスタートパルスＤＹが供給される
。走査線駆動回路１０４は、ＹスタートパルスＤＹが入力されると、Ｙクロック信号ＣＬ
Ｙ及び反転Ｙクロック信号ＣＬＹｉｎｖに基づくタイミングで走査信号を順次生成して走
査線１１ａに出力する。
【００６７】
　データ線駆動回路１０１には、タイミング制御回路５０４より、Ｘクロック信号ＣＬＸ
（及び反転Ｘクロック信号ＣＬＸｉｎｖ（図示せず））、ＸスタートパルスＤＸ、２種の
イネーブル信号ＥＮＢｘ１及びＥＮＢｘ２が供給されると共に、画像信号生成回路５０２
より、第１又は第２画像信号Ｖｄ１又はＶｄ２が供給される。或いは、単純に、一系列の
画像信号Ｖｄが供給されえてもよい。
【００６８】
　データ線駆動回路１０１においては、ＸスタートパルスＤＸと、Ｘクロック信号ＣＬＸ
（及び反転Ｘクロック信号ＣＬＸｉｎｖ）とが供給されることによって、各データ線６ａ
へ、第１又は第２画像信号Ｖｄ１又はＶｄ２を順次に供給する基本動作が可能となってい
る。更に、データ線駆動回路１０１は、２種のイネーブル信号ＥＮＢｘ１及びＥＮＢｘ２
に基づくタイミングで、後述するような順序で第１サブフィールドに第１画像信号Ｖｄ１
をデータ線６ａに出力し、第２サブフィールド以降に、第２画像信号Ｖｄ２をデータ線６
ａに出力する。
【００６９】
　図２において、電源回路７００から共通電源として供給される共通電位ＬＣＣは、対向
電極に電気的に接続される入力端子（後述する上下導通端子）１０６に供給される。共通
電位ＬＣＣは、各画素部の画素電極９ａとの電位差を適正に保持して液晶保持容量を形成
するための対向電極の基準電位となる。
【００７０】
　ここに、液晶装置の画像表示領域１０ａを構成するマトリクス状に形成された複数の画
素部の夫々には、画素電極９ａ及びＴＦＴ３０が形成されている。ＴＦＴ３０は、画素電
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極９ａに電気的に接続されており、液晶装置の動作時に画素電極９ａをスイッチング制御
する。データ線６ａは、ＴＦＴ３０のソースに電気的に接続され、ＴＦＴ３０のゲートに
走査線１１ａが電気的に接続されている。画素電極９ａは、ＴＦＴ３０のドレインに電気
的に接続されている。
【００７１】
　所定のタイミングで、走査線１１ａに走査線駆動回路１０４からの走査信号がパルス的
に印加されると、スイッチング素子であるＴＦＴ３０を一定期間だけそのスイッチを閉じ
ることにより、データ線６ａから供給される第１又は第２画像信号Ｖｄ１又はＶｄ２が所
定のタイミングで画素電極９ａに書き込まれる。画素電極９ａを介して電気光学物質の一
例としての液晶に書き込まれた所定レベルの第１又は第２画像信号Ｖｄ１又はＶｄ２に対
応する印加電圧は、対向電極との間で一定期間保持される。
【００７２】
　液晶は、印加される電圧レベルにより分子集合の配向や秩序が変化することにより、光
を変調し、階調表示を可能とする。ノーマリーホワイトモードであれば、各画素の単位で
印加された電圧に応じて入射光に対する透過率が減少し、ノーマリーブラックモードであ
れば、各画素の単位で印加された電圧に応じて入射光に対する透過率が増加され、全体と
して液晶装置からは画像信号に応じたコントラストをもつ光が出射される。
【００７３】
　ここで保持された第１又は第２画像信号Ｖｄ１又はＶｄ２がリークすることを防ぐため
に、画素電極９ａと対向電極との間に形成される液晶容量と並列に蓄積容量７０が付加さ
れている。蓄積容量７０は、第１又は第２画像信号Ｖｄ１又はＶｄ２の供給に応じて各画
素電極９ａの電位を一時的に保持する保持容量として機能する容量素子である。蓄積容量
７０の一方の電極は、画素電極９ａと並列してＴＦＴ３０のドレインに接続され、他方の
電極は、定電位となるように、電位固定の容量線３００に接続されている。蓄積容量７０
によれば、画素電極９ａにおける電位保持特性が向上し、コントラスト向上やフリッカの
低減といった表示特性の向上が可能となる。
【００７４】
　次に、本実施形態に係る液晶装置のＳＦ方式による駆動方法の基本原理について図３を
参照して説明する。ここに図３は、本実施形態に係る液晶装置のＳＦ方式による駆動方法
を模式的に示す。
【００７５】
　図３に示すように、１枚のカラーのフレーム画像を表示するための１フレーム（即ち１
フレーム期間）は、時間時上でＲ、Ｇ、Ｂの３色の各々の画像を表示するためのＲフィー
ルド（即ちＲフィールド期間）、Ｇフィールド（即ちＧフィールド期間）、及びＢフィー
ルド（即ちＢフィールド期間）に分割される。即ち、本実施形態では、典型的な一例とし
て、１枚のカラーのフレーム画像を表示するために、複数の単位色としてＲ、Ｇ、Ｂの３
色の各々のフィールド画像が、各フィールドで順次に表示されるものとする。
【００７６】
　また、Ｒフィールド、Ｇフィールド、及びＢフィールドの各々は更に、複数の（第１か
ら第ｎ）サブフィールドに分割されている。ここに、以下では、説明を簡略化するため、
１フィールドを第１及び第２サブフィールド（ｎ＝２）ＲＳＦ１及びＲＳＦ２、若しくは
ＧＳＦ１及びＧＳＦ２、若しくはＢＳＦ１及びＢＳＦ２に分割する場合について説明する
。
【００７７】
　次に図４を参照して、図２に示すデータ駆動回路１０１の詳細な構成について説明する
。図４は、データ線駆動回路の構成の一例を示す。
【００７８】
　図４において、データ線駆動回路１０１の主要部には、画像信号供給回路１１２と、各
データ線６ａに対応して設けられるＡＮＤ回路１１４とが含まれる。画像信号供給回路１
１２には、ＸスタートパルスＤＸ並びにＸクロック信号ＣＬＸ（及び反転Ｘクロック信号
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ＣＬＸｉｎｖ）と、第１又は第２画像信号Ｖｄ１又はＶｄ２とが供給される。
【００７９】
　ここに、本実施形態では、一例として図２に示すように画像表示領域１０ａに配線され
た複数のデータ線６ａを、２本のデータ線６ａを一グループとし、即ちデータ線に対して
２本ずつ、一グループのデータ線６ａ毎に第１又は第２画像信号Ｖｄ１又はＶｄ２を供給
可能となっている。この場合、２Ｎ本（Ｎは１以上の自然数）のデータ線６ａ－１～６ａ
－２Ｎの本数の半分、即ちＮ個の第１又は第２画像信号Ｖｄ１１～Ｖｄ１Ｎ又はＶｄ２１
～Ｖｄ２Ｎが、画像信号供給回路１１２に供給される。
【００８０】
　画像信号供給回路１１２では、ＸスタートパルスＤＸが入力されると、Ｘクロック信号
ＣＬＸ及び反転Ｘクロック信号ＣＬＸｉｎｖに基づくタイミングで、第１サブフィールド
では、Ｎ個の第１画像信号Ｖｄ１１～Ｖｄ１Ｎを、２Ｎ本のデータ線６ａ－１～６ａ－２
Ｎに対して出力する。また、第２サブフィールド及びそれ以降のサブフィールドでは夫々
、Ｎ個の第２画像信号Ｖｄ２１～Ｖｄ２Ｎを、２Ｎ本のデータ線６ａ－１～６ａ－２Ｎに
対して出力する。
【００８１】
　各グループのデータ線６ａにおけるデータ線６ａは夫々、２種のイネーブル信号ＥＮＢ
ｘ１及びＥＮＢｘ２のいずれか一方又は両方に基づいて、対応するＡＮＤ回路１１４によ
り選択されて、第１又は第２画像信号第１又は第２画像信号Ｖｄ１１～Ｖｄ１Ｎ又はＶｄ
２１～Ｖｄ２Ｎが供給される。
【００８２】
　次に、図３に示したＲフィールド、Ｇフィールド、及びＢフィールドの各々における液
晶装置の動作について、図５から図７を参照して説明する。ここに、図５は、１フィール
ドにおける各画素群に対する画像信号の供給を説明するための模式図である。図６は、画
像表示領域に第１サブフィールドで画像信号が書き込まれて行く様子を図式的に示し（上
段）、更に画像表示領域に第２サブフィールドで画像信号が書き込まれて行く様子を図式
的に示す（下段）。図７は、１フィールドにおける画素群を駆動するための各種信号の経
時的変化を示すタイミングチャートである。
【００８３】
　以下では、説明を簡略化するため、図４に示したようにデータ線６ａの総本数が８本（
即ちＮ＝４）の場合について説明する。
【００８４】
　図５（ａ）又は図５（ｂ）に示すように、画像表示領域１０ａにおける複数の画素部（
図２参照）は、駆動制御を行う上での便宜上、データ線６ａに沿って分割される。これに
より、低解像度の画像を表示する際に、同一画像信号が供給される画素群９０は夫々、走
査線１１ａに沿う方向にストライプ状に画像表示領域１０ａに配置される。また、一例と
して、各画素群９０について、一の画素群９０には一グループのデータ線６ａ（即ち２本
のデータ線６ａ）に対応する画素部が含まれる。
【００８５】
　図５（ａ）及び図５（ｂ）において、各列の画素群９０－１１～９０－１４に対して付
された番号「１」～「８」は、これら４列の画素群９０－１１～９０－１４に対する、１
フィールドにおける第１及び第２画像信号Ｖｄ１１～Ｖｄ１４及びＶｄ２１～Ｖｄ２４の
各々が供給される順序を示している。即ち、第１及び第２画像信号Ｖｄ１１～Ｖｄ１４及
びＶｄ２１～Ｖｄ２４の各々が供給される順序について、１フィールドにおいて番号「１
」は第１番目に供給されることを意味しており、番号「２」は第２番目に供給されること
を意味しており、以下番号「３」～番号「８」も夫々同様の順番を意味する。なお、この
点については、後述する各図についても同様である。
【００８６】
　図６及び図７に示すように、或いは図３を参照して説明したように、１フィールドは第
１及び第２サブフィールドＳＦ１及びＳＦ２に分割されている。
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【００８７】
　先ず第１サブフィールドＳＦ１では、低解像度の画像を表示するための水平走査が、各
走査線に対して図５（ａ）にあるように“１”から“４”の順番で行われる。即ち、図６
の上段にあるように、画像表示領域において、図６中太線で夫々囲まれた、２本のデータ
線からなるグループに対応する２画素を、表示における最小単位とする低解像度の書き込
みが行われる。この場合の解像度は、本来の解像度と比べると二分の一である。図６の左
上の画像表示領域において、図５（ａ）に示した“１”から“４”の順番での水平走査が
一巡だけ行われる。このとき、太線に囲まれた最小単位をなす２画素中、左側に対応する
画素だけが、そこに付与された記号“Ｔ”で示されるように、本来供給されるべき画像信
号Ｖｄ１１、Ｖｄ１２、Ｖｄ１３、Ｖｄ１４が書き込まれる。即ちこのとき図７に示すよ
うに、図１に示す画像信号生成回路５０２によって、１フィールドに対応する１種のフィ
ールドデータに基づいて、各列の画素群９０－１１～９０－１４に属する、表示の最小単
位をなす２画素部中、左側各々の画素部に供給されるべき第１画像信号Ｖｄ１（即ち、画
像信号Ｖｄ１１、Ｖｄ１２、Ｖｄ１３、Ｖｄ１４）が生成されている。そして、これらの
第１画像信号Ｖｄ１が、イネーブル信号ＥＮＢｘ１及びＥＮＢｘ２がハイレベルになるの
に応じて、各画素部に書き込まれる。
【００８８】
　これと並行して、表示における最小単位をなす２画素中、右側に対応する画素に対して
は、そこに付与された記号“〃”で示されるように、本来供給されるべきではない画像信
号Ｖｄ１１、Ｖｄ１２、Ｖｄ１３、Ｖｄ１４（しかし、隣であるが近いが故に、ある程度
似ている画像信号）が暫定的に書き込まれる。このような水平走査が、各行について順次
行われ、最終的には、図６の右上の画像表示領域にあるように、全ての行について、低解
像度の画像の書き込みが完了する。
【００８９】
　続いて第２サブフィールドＳＦ２では、低解像度の画像を補填するための水平走査が、
各走査線に対して図５（ｂ）にあるように“５”から“８”の順番で行われる。即ち、図
６の下段にあるように、画像表示領域において、最小単位をなす２画素中、右側の画素（
即ち、第１サブフィールドＳＦ２で本来供給されるべきではない画像信号が暫定的に書き
込まれた画素）に対して、低解像度の画像を補填する書き込みが行われる。図６の左下の
画像表示領域において、図５（ｂ）に示した“５”から“８”の順番での水平走査が一巡
だけ行われる。このとき、太線に囲まれた最小単位をなす２画素中、左側に対応する画素
については、そこに付与された記号“Ｔ”で示されるように、既に本来供給されるべき画
像信号Ｖｄ１１、Ｖｄ１２、Ｖｄ１３、Ｖｄ１４の書き込みが第１サブフィールドＳＦ１
にて完了されている。そこで、最小単位をなす２画素中、右側に対応する画素に対して、
本来供給されるべき画像信号Ｖｄ２１、Ｖｄ２２、Ｖｄ２３、Ｖｄ２４が書き込まれる。
即ちこのとき図７に示すように、図１に示す画像信号生成回路５０２によって、１フィー
ルドに対応する１種のフィールドデータに基づいて、各列の画素群９０－１１～９０－１
４に属する、表示の最小単位をなす２画素部中、右側各々の画素部に供給されるべき第２
画像信号Ｖｄ２（即ち、画像信号Ｖｄ２１、Ｖｄ２２、Ｖｄ２３、Ｖｄ２４）が生成され
ている。そして、これらの第２画像信号Ｖｄ２が、イネーブル信号ＥＮＢｘ２がハイレベ
ルになるのに応じて、各画素部に書き込まれる。
【００９０】
　このような水平走査が、各行について順次行われ、最終的には、図６の右下の画像表示
領域にあるように、全ての行について、低解像度の画像を補填する書き込みが完了する。
【００９１】
　以上図３から図７を参照して説明したように、第１サブフィールドＳＦ１では、低解像
度の画像を表示することが可能となり、更に、第２サブフィールドＳＦ２では、低解像度
の画像を補填することが可能となる。
【００９２】
　本実施形態では特に、図７に示すように、第１サブフィールドＳＦ１における第１画像



(16) JP 2009-109849 A 2009.5.21

10

20

30

40

50

信号Ｖｄ１１～Ｖｄ１４の書き込み期間が開始され、且つ終了されるまでは、図１に示す
光源制御回路５０６は、光源２００を消灯させる。従って、第１画像信号Ｖｄ１１～Ｖｄ
１４の書き込み期間では、画像表示領域１０ａにおいて画像表示は行われないこととなる
。これに続く、第２サブフィールドＳＦ２における第２画像信号Ｖｄ２１～Ｖｄ２４の書
き込み期間では、図１に示す光源制御回路５０６は、光源２００を点灯させる。より具体
的には、第１画像信号Ｖｄ１１～Ｖｄ１４の書き込み期間が終了された時点から、光源２
００は点灯される。従って、第２画像信号Ｖｄ２１～Ｖｄ２４の書き込み期間では、画像
表示領域１０ａにおいて低解像度の画像表示が行われることとなる。そして、これら第２
画像信号Ｖｄ２１～Ｖｄ２４の書き込みが完了すると、図６の右下に示すように、画像表
示領域１０ａにおいて本来の解像度を持つ画像表示が行われることとなる。
【００９３】
　再び図３において、Ｒフィールド、Ｇフィールド及びＢフィールドの各々で、以上図４
から図７を参照して説明したように液晶装置が駆動されることで、Ｒ画像、Ｇ画像及びＢ
画像が順次に画像表示領域１０ａにおいて表示される。このような画像表示を視覚により
観察した場合、視覚（人間の目）における時間的分解能の限界により、Ｒ画像、Ｇ画像、
及びＢ画像が混色された１つのカラー画像として感知される。ここに、Ｒ画像、Ｇ画像、
及びＢ画像の各々については、各フィールドにおける光源２００の点灯開始時から終了に
向かって、複数の画素部において暫定的な画像信号に基づき電圧印加される画素部の割合
は少なくなっていくため、低解像度の部分が視認される割合は低くなる。よって、第１及
び第２サブフィールドに表示される画像における解像度の低下は、３色の画像が混ざって
なる一枚のカラー画像として認識される実際の視覚上では、かなり或いは殆ど目立たない
ようにできる。
【００９４】
　加えて、本実施形態によれば、特許文献１に開示されたように複数の光源を配置させな
くても、複数の画素部に対して共通の光源２００から各フィールドで対応する色の光を供
給し、且つ光源２００の点灯期間をより長く確保することが可能となる。
【００９５】
　尚、１フレーム毎に、Ｒ、Ｇ、及びＢフィールドは時間軸上に所定の順序で配置させる
ことが可能である。
【００９６】
　従って、本実施形態における液晶装置では、ＦＳ方式により、より明るく高精細な表示
をより容易に行うことが可能となり、その結果、高品位な画像表示を行うことができる。
【００９７】
　次に、図８及び図９を参照して、本実施形態の変形例について説明する。図８は、一の
変形例に係る、表示における最小単位を走査線に沿った３つの画素とした場合における一
の駆動方法を示す図６と同趣旨の図であり、図９は、他の変形例に係る図８と同趣旨の図
である。
【００９８】
　図８に示す変形例の場合、先ず第１サブフィールドＳＦ１では、図８の上段にあるよう
に、画像表示領域において、図８中太線で夫々囲まれた、３本のデータ線からなるグルー
プに対応する３画素を、表示における最小単位とする低解像度の書き込みが行われる。こ
の場合の解像度は、本来の解像度と比べると三分の一である。即ち、図８の左上の画像表
示領域において、左から右へ向けた順番でのグループ単位での水平走査が一巡だけ行われ
る。このとき、太線に囲まれた最小単位をなす３画素中、左側に対応する画素だけが、そ
こに付与された記号“Ｔ”で示されるように、本来供給されるべき画像信号が書き込まれ
る。これと並行して、表示における最小単位をなす３画素中、中央及び右側に対応する画
素に対しては、そこに付与された記号“〃”で示されるように、本来供給されるべきでは
ない画像信号（しかし、隣り又は近くであるが近いが故に、ある程度似ている画像信号）
が暫定的に書き込まれる。このようなグループ単位での水平走査が、各行について順次行
われ、最終的には、図８の右上の画像表示領域にあるように、全ての行について、低解像
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度の画像の書き込みが完了する。
【００９９】
　続いて第２サブフィールドＳＦ２では、図８の中段にあるように、画像表示領域におい
て、最小単位をなす３画素中、中央の画素（即ち、第１サブフィールドＳＦ２で本来供給
されるべきではない画像信号が暫定的に書き込まれた２つの画素のうちの一方）に対して
、低解像度の画像を補填する書き込みが行われる。即ち、図８の左中央の画像表示領域に
おいて、左から右へ向けてのデータ線２本おきの水平走査が一巡だけ行われる。このとき
、太線に囲まれた最小単位をなす３画素中、左側に対応する画素については、そこに付与
された記号“Ｔ”で示されるように、既に本来供給されるべき画像信号の書き込みが第１
サブフィールドＳＦ１にて完了されている。そこで、最小単位をなす３画素中、中央に対
応する画素に対して、本来供給されるべき画像信号が書き込まれる。このとき、最小単位
をなす３画素中、右側に対応する画素は、第１サブフィールドで暫定的に書き込まれたま
まである。
【０１００】
　続いて第３サブフィールドＳＦ３では、図８の下段にあるように、画像表示領域におい
て、最小単位をなす３画素中、右側の画素（即ち、第１サブフィールドＳＦ２で本来供給
されるべきではない画像信号が暫定的に書き込まれた２つの画素のうちの他方）に対して
、低解像度の画像を補填する書き込みが行われる。即ち、図８の左下の画像表示領域にお
いて、左から右へ向けてのデータ線２本おきの水平走査が一巡だけ行われる。このとき、
太線に囲まれた最小単位をなす３画素中、左側及び中央に対応する画素については、そこ
に付与された記号“Ｔ”で示されるように、既に本来供給されるべき画像信号の書き込み
が第１サブフィールドＳＦ１及び第２サブフィールドにて完了されている。そこで、第３
サブフィールドＳＦ３において、最小単位をなす３画素中、右側に対応する画素に対して
、本来供給されるべき画像信号が書き込まれる。
【０１０１】
　このような水平走査が、各行について順次行われ、最終的には、図８の右下の画像表示
領域にあるように、全ての画素について、低解像度の画像を補填する書き込みが完了する
。
【０１０２】
　図９に示す変形例の場合、先ず第１サブフィールドＳＦ１では、図８の変形例の場合と
全く同様に、低解像度の画像の書き込みが行われる。
【０１０３】
　続いて第２サブフィールドＳＦ２では、図９の中段にあるように、画像表示領域におい
て、最小単位をなす３画素中、中央及び右側の画素（即ち、第１サブフィールドＳＦ２で
本来供給されるべきではない画像信号が暫定的に書き込まれた２つの画素）に対して、低
解像度の画像を補填する書き込みが行われる。即ち、図９の左中央の画像表示領域におい
て、左から右へ向けてのデータ線１本おきの水平走査が一巡だけ行われる。このとき、太
線に囲まれた最小単位をなす３画素中、左側に対応する画素については、そこに付与され
た記号“Ｔ”で示されるように、既に本来供給されるべき画像信号の書き込みが第１サブ
フィールドＳＦ１にて完了されている。そこで、最小単位をなす３画素中、中央に対応す
る画素に対して、本来供給されるべき画像信号が書き込まれる。このとき、最小単位をな
す３画素中、右側に対応する画素に対して、第２サブフィールドで再び暫定的に書き込ま
れる。
【０１０４】
　続いて第３サブフィールドＳＦ３では、図９の下段にあるように、画像表示領域におい
て、最小単位をなす３画素中、右側の画素（即ち、第２サブフィールドＳＦ２で本来供給
されるべきではない画像信号が再び暫定的に書き込まれた画素）に対して、低解像度の画
像を補填する書き込みが行われる。即ち、図９の左下の画像表示領域において、左から右
へ向けてのデータ線２本おきの水平走査が一巡だけ行われる。このとき、太線に囲まれた
最小単位をなす３画素中、左側及び中央に対応する画素については、そこに付与された記
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号“Ｔ”で示されるように、既に本来供給されるべき画像信号の書き込みが第１サブフィ
ールドＳＦ１及び第２サブフィールドにて完了されている。そこで、第３サブフィールド
ＳＦ３において、最小単位をなす３画素中、右側に対応する画素に対して、本来供給され
るべき画像信号が書き込まれる。
【０１０５】
　このような水平走査が、各行について順次行われ、最終的には、図９の右下の画像表示
領域にあるように、全ての画素について、低解像度の画像を補填する書き込みが完了する
。
【０１０６】
　＜第２実施形態＞
　次に、本発明の第２実施形態について、図１０及び図１１を参照して説明する。ここに
図１０は、第２実施形態について、第１サブフィールドにおける各画素群に対する画像信
号の供給を説明するための模式図であり、図１１は、第２実施形態について、第２サブフ
ィールド以降における各画素群に対する画像信号の供給を説明するための模式図である。
【０１０７】
　第２実施形態では、各フィールドが第１から第４サブフィールドに分割されると共に、
第１サブフィールドで４本のデータ線を一グループとして低解像度の画像が表示される点
が、第１実施形態とは異なっている。以下では、第１実施形態と異なる点についてのみ図
を参照して説明し、第１実施形態と同様の構成及び動作については、図１から図７を適宜
参照すると共に、重複する説明を省略する。
【０１０８】
　本実施形態では、データ線６ａの総本数を８本とし、データ線６ａに沿って分割された
２列の画素群９０－１１及び９０－１２の各列毎に、画像データの書き込みを行う場合に
ついて説明する。この場合、一列の画素群９０には、図１０又は図１１に示すように、４
本のデータ線６ａに対応する画素部が含まれる。また、１フィールドを、第１から第４サ
ブフィールドＳＦ１からＳＦ４（ｎ＝４）に分割するものとする。
【０１０９】
　図１０及び図１１において、第１サブフィールドＳＦ１では、図１に示す画像信号生成
回路５０２によって、２列の画素群９０－１１及び９０－１２の各列毎に、図１０におけ
る２種の第１画像信号Ｖｄ１１及びＶｄ１２が生成される。
【０１１０】
　データ線駆動回路１０１（図４参照）では、画像信号供給回路１１２から２種の第１画
像信号Ｖｄ１１及びＶｄ１２が夫々出力され、各列の画素群９０－１１及び９０－１２に
対して、一群のデータ線６ａに供給される。
【０１１１】
　ここに、本実施形態では、データ線駆動回路１０１（図４参照）にはタイミング制御回
路５０４（図１参照）より、１列の画素群９０に属する一群のデータ線６ａについて、こ
れに属するデータ線６ａの各々を選択するため、４種のイネーブル信号ＥＮＢｘ１～ＥＮ
Ｂｘ４が供給されるものとする。
【０１１２】
　先ず図１０に示すように、第１サブフィールドＳＦ１では、１列目の画素群９０－１１
には、これに属するデータ線６ａに、第１番目の第１画像信号Ｖｄ１１が供給される。こ
れに続いて、２列目の画素群９０－１２には、これに属するデータ線６ａに、第２番目の
第２画像信号Ｖｄ１２が供給され、一行に対する水平走査が完了される。この動作が、全
ての行に対して順に行われて、即ち垂直走査が一通り行われて、低解像度の画像が表示さ
れる。
【０１１３】
　続いて、図１１（ａ）に示すように、第２サブフィールドＳＦ２では、１列目の画素群
９０－１１には、これに属するデータ線６ａに、第２番目の第２画像信号Ｖｄ２１が供給
される。これに続いて、２列目の画素群９０－１２には、これに属するデータ線６ａに、
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第４番目の第２画像信号Ｖｄ２２が供給され、一行に対する水平走査が完了される。この
動作が、全ての行に対して順に行われて、即ち垂直走査が一通り行われて、第１サブフィ
ールドの直後よりも解像度が向上された画像が表示される。
【０１１４】
　続いて、図１１（ｂ）に示すように、第３サブフィールドＳＦ３では、１列目の画素群
９０－１１には、これに属するデータ線６ａに、第５番目の第２画像信号Ｖｄ２１が供給
される。これに続いて、２列目の画素群９０－１２には、これに属するデータ線６ａに、
第６番目の第２画像信号Ｖｄ２２が供給され、一行に対する水平走査が完了される。この
動作が、全ての行に対して順に行われて、即ち垂直走査が一通り行われて、第２サブフィ
ールドの直後よりも解像度が更に向上された画像が表示される。
【０１１５】
　続いて、図１１（ｃ）に示すように、第４サブフィールドＳＦ４では、１列目の画素群
９０－１１には、これに属するデータ線６ａに、第７番目の第２画像信号Ｖｄ２１が供給
される。これに続いて、２列目の画素群９０－１２には、これに属するデータ線６ａに、
第８番目の第２画像信号Ｖｄ２２が供給され、一行に対する水平走査が完了される。この
動作が、全ての行に対して順に行われて、即ち垂直走査が一通り行われて、本来の解像度
を持つ画像が表示される。
【０１１６】
　以上説明したように本実施形態によれば、４本のデータ線６ａに対応する画素部を含む
画素群９０について、列毎に画像データの書き込みを行う場合も、上述した第１実施形態
と同様の利益を得ることができる。
【０１１７】
　尚、第２から第４サブフィールドＳＦ２～ＳＦ４のうち第２及び第３サブフィールドＳ
Ｆ２及びＳＦ３では、各列の画素群９０－１１及び９０－１２において、二本目のデータ
線６ａと共に三本目及び四本目のデータ線６ａ、三本目のデータ線６ａと共に四本目のデ
ータ線６ａに、同一の第２画像信号Ｖｄ２１及びＶｄ２２を供給するようにしてもよい。
後者によれば、第２から第４サブフィールドＳＦ２～ＳＦ４に向かって、１サブフィール
ドが経過する毎に、より本来の解像度に近似する画像を表示することができる。従って、
より低解像度の画像が視覚により感知されるのを防止して、視認性を向上させることが可
能となる。
【０１１８】
　＜第３実施形態＞
　次に、本発明の第３実施形態について、図１２及び図１３を参照して説明する。第３実
施形態では、複数の画素部がブロック状に分割される点と、垂直走査及び水平走査の順番
が、第１実施形態とは異なっている。以下では、第１実施形態と異なる点についてのみ図
を参照して説明し、第１実施形態と同様の構成については、図１から図１１を適宜参照し
て説明すると共に、図１２及び図１３において同一の符号を付して示し、重複する説明を
省略することもある。
【０１１９】
　ここに、図１２は、第３実施形態について、１フィールドにおける各画素群に対する画
像信号の供給を説明するための模式図であり、図１３は、第３実施形態について、１フィ
ールドにおける画素群を駆動するための各種信号の経時的変化を示すタイミングチャート
である。
【０１２０】
　以下では、説明を簡略化するため、図４においてデータ線６ａの総本数が６本で且つ図
２に示す走査線１１ａの総本数が４本の場合について説明する。
【０１２１】
　第３実施形態では、図１２に示すように、画像表示領域１０ａにおける複数の画素部（
図２参照）は、駆動制御を行う上での便宜上、データ線６ａ及び走査線１１ａに沿ってブ
ロック状に分割されている。これにより、各画素群９０は走査線１１ａ及びデータ線６ａ
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の各々に沿う方向にマトリクス状に画像表示領域１０ａに配置される。また、一例として
、各画素群９０について、一の画素群９０には２本のデータ線６ａに対応する画素部が含
まれる。この場合、３列の画素群９０－１１～９０－１３の各々には、２本のデータ線６
ａに対応する画素部が含まれる。
【０１２２】
　尚、第３実施形態では、一の画素群９０には一の画素部を含むようにしてもよい。この
場合、以下と同様に、各画素部が点順次に駆動されることとなる。
【０１２３】
　第３実施形態について、１フィールドにおける液晶装置の動作について説明する。図１
３において、１フィールドは、図３を参照して説明したように、例えば第１及び第２サブ
フィールドＳＦ１及びＳＦ２に分割される。
【０１２４】
　第１サブフィールドＳＦ１では、図１に示す画像信号生成回路５０２では、各列の画素
群９０－１１～９０－１３について、列毎に３種の第１画像信号Ｖｄ１１～Ｖｄ１３を生
成する。
【０１２５】
　データ線駆動回路１０１（図４参照）において、画像信号供給回路１１２から、第１画
像信号Ｖｄ１１～Ｖｄ１３が夫々順次に出力され、各列の画素群９０－１１～９０－１３
に、対応する２本のデータ線６ａを一群として供給される。一群に属するデータ線６ａは
、図１３において、２種のイネーブル信号ＥＮＢｘ１及びＥＮＢｘ２に基づいて、第１画
像信号Ｖｄ１１～Ｖｄ１３の各々の出力に同期させて、同時に選択される。
【０１２６】
　図１２（ａ）及び図１３に示すように、第１サブフィールドＳＦ１では、１列目の画素
群９０－１１には、これに属するデータ線６ａに、３種のうち１種の第１画像信号Ｖｄ１
１が供給される。１列目の画素群９０－１１において、各画素群９０は、第１画像信号Ｖ
ｄ１１が供給される期間に、データ線６ａに沿う方向で、走査線駆動回路１０４から線順
次に供給される走査信号Ｇ１、Ｇ２、Ｇ３、Ｇ４に順次基づいて選択される。これにより
１列目の画素群９０－１１に属する画素群９０の各々に対して、第１から第４番目に第１
画像信号Ｖｄ１１が供給される。そして、１列目の画素群９０－１１に属する画素群９０
の各々で、各画素部に第１画像信号Ｖｄ１１が書き込まれる。
【０１２７】
　１列目の画素群９０－１１に続いて、１列目と同様に、２列目の画素群９０－１２に属
する画素群９０の各々に対して、第５から第８番目に３種のうち他の１種の第１画像信号
Ｖｄ１２が供給され、３列目の画素群９０－１３に属する画素群９０の各々に対して、第
９から第１２番目に３種のうち残る１種の第１画像信号Ｖｄ１３が供給される。そして、
２列目及び３列目の画素群９０－１２及び９０－１３の各々において、各画素群９０に対
応する画素部に、第１画像信号Ｖｄ１２及びＶｄ１３が書き込まれる。
【０１２８】
　従って、各列の画素群９０－１１～９０－１３において、一本目のデータ線６ａに対応
する画素部は、本来書き込まれるべき画像信号Ｖｄ１に基づいて、画像表示を行うことが
可能となる。
【０１２９】
　従って、第１サブフィールドＳＦ１では、画像表示領域１０ａにおいては、Ｒ、Ｇ、Ｂ
のうち対応する一の色の低解像度の画像を表示することが可能となる。
【０１３０】
　続いて第２サブフィールドＳＦ２では、データ線駆動回路１０１（図４参照）において
、画像信号供給回路１１２から、第２画像信号Ｖｄ２１～Ｖｄ２３が夫々順次に出力され
、各列の画素群９０－１１～９０－１３に、対応する一群のデータ線６ａに供給される。
各列の画素群９０－１１～９０－１３において、一群に属するデータ線６ａのうち二本目
のデータ線６ａが、図１３において、２種のうち一方のイネーブル信号ＥＮＢｘ２に基づ



(21) JP 2009-109849 A 2009.5.21

10

20

30

40

50

いて、第２画像信号Ｖｄ２１～Ｖｄ２３の各々の出力に同期させて選択される。
【０１３１】
　図１２（ｂ）及び図１３に示すように、第２サブフィールドＳＦ２では、１列目の画素
群９０－１１には、一群のデータ線６ａのうち二本目のデータ線６ａに、３種のうち１種
の第２画像信号Ｖｄ２１が供給される。１列目の画素群９０－１１において、各画素群９
０は、第２画像信号Ｖｄ２１が供給される期間に、データ線６ａに沿う方向で走査信号Ｇ
１、Ｇ２、Ｇ３、Ｇ４に順次基づいて選択される。これにより、１列目の画素群９０－１
１に属する画素群９０の各々に対して、第１３番目から第１６番目に第２画像信号Ｖｄ２
１が供給される。そして、１列目の画素群９０－１１に属する画素群９０の各々で、二本
目のデータ線６ａに対応する画素部に第２画像信号Ｖｄ２１が書き込まれる。
【０１３２】
　１列目の画素群９０－１１に続いて、１列目と同様に、２列目の画素群９０－１２に属
する画素群９０の各々に対して、一群のデータ線６ａのうち二本目のデータ線６ａを介し
て第１７から第２０番目に３種のうち他の１種の第２画像信号Ｖｄ２２が供給され、３列
目の画素群９０－１３に属する画素群９０の各々に対して、一群のデータ線６ａのうち二
本目のデータ線６ａを介して第２１から第２４番目に３種のうち残る１種の第２画像信号
Ｖｄ２３が供給される。そして、２列目及び３列目の画素群９０－１２及び９０－１３の
各々において、二本目のデータ線６ａに対応する画素部に、第２画像信号Ｖｄ２２及びＶ
ｄ２３が供給されて書き込まれる。
【０１３３】
　従って、画像表示領域１０ａでは、第２サブフィールドＳＦ２における第２画像信号Ｖ
ｄ２１～Ｖｄ２３の書き込みが終了した後、各画素部において、Ｒ、Ｇ、Ｂのうち対応す
る一の色の画像を、本来の解像度で且つ高解像度で表示することが可能となる。
【０１３４】
　よって、以上説明したような第３実施形態においても、上述した第１実施形態と同様の
利益を得ることができる。
【０１３５】
　＜第４実施形態＞
　次に、本発明の第４実施形態について、図１４から図１７を参照して説明する。第４実
施形態では、複数の画素部が、データ線に沿ってのみならず走査線に沿って分割される点
が、第１から第３実施形態とは異なっている。以下では、第１から第３実施形態と異なる
点についてのみ図を参照して説明し、第１から第３実施形態と同様の構成については、図
１から図７を適宜参照して説明すると共に、図１４から図１７において同一の符号を付し
て示し、重複する説明を省略することもある。
【０１３６】
　先ず、図１４を参照して、第４実施形態に係る走査線駆動回路の詳細な構成について説
明する。図１４には、走査線駆動回路の構成の一例を示してある。なお、図２において画
像表示領域１０ａを挟んで向かい合う２つの走査線駆動回路１０４は、好ましくは互いに
同様の構成を有する。以下では、２つの走査線駆動回路１０４のうち一方に着目して、そ
の構成を詳細に説明する。
【０１３７】
　図１４において、走査線駆動回路１０４の主要部には、Ｙクロック信号ＣＬＹ（及び反
転Ｙクロック信号ＣＬＹｉｎｖ）及びＹスタートパルスＤＹが入力されるシフトレジスタ
１４１と、各走査線１１ａに対応して設けられるＡＮＤ回路１４２とが含まれる。
【０１３８】
　第４実施形態では、走査線駆動回路１０４には上記の各種タイミング信号に加えて、２
種のイネーブル信号ＥＮＢｙ１及びＥＮＢｙ２が、図１に示すタイミング制御回路５０４
において更に生成され、供給される。
【０１３９】
　走査線駆動回路１０４では、一例として、２本の走査線１１ａを１群とし、一群の走査
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線１１ａ毎にシフトレジスタ１４１の出力ＳＲ１、・・・、ＳＲｍがなされると共に、各
群における走査線１１ａは夫々、２種のイネーブル信号ＥＮＢｙ１及びＥＮＢｙ２のレベ
ルに応じて、対応するＡＮＤ回路１４２により選択されて、走査信号Ｇ１、・・・、Ｇ２
ｍが供給される。
【０１４０】
　本実施形態では、特に、第１サブフィールドＳＦ１では、同一の出力ＳＲ１に基づいて
、走査信号Ｇ１及びＧ２が同時に出力される。同様に、同一の出力ＳＲ２に基づいて、走
査信号Ｇ３及びＧ４が同時に出力され、同一の出力ＳＲ３に基づいて、走査信号Ｇ５及び
Ｇ６が同時に出力される。このように第１サブフィールドＳＦ１では、走査線が２本ずつ
同時に選択される。これに対して、第２サブフィールドＳＦ２～第４サブフィールドでは
夫々、出力ＳＲ１に基づいて、走査信号Ｇ１又はＧ２が出力される。同様に、出力ＳＲ２
に基づいて、走査信号Ｇ３又はＧ４が出力され、出力ＳＲ３に基づいて、走査信号Ｇ５又
はＧ６が出力される。このように第２サブフィールドＳＦ１～第４サブフィールドでは夫
々、走査線は１本ずつしかも一本おきに選択される。
【０１４１】
　尚、第４実施形態において、データ線駆動回路１０１は、図４を参照して説明した構成
に限られず、ＸスタートパルスＤＸ、Ｘクロック信号ＣＬＸ及び反転Ｘクロック信号ＣＬ
Ｘｉｎｖに基づいて、各データ線６ａに線順次に第１又は第２画像信号Ｖｄ１又はＶｄ２
を供給する、基本的な動作が可能なように構成されているものとする。
【０１４２】
　以下に、第４実施形態について、１フィールドにおける液晶装置の動作について説明す
る。ここに、図１５は、第４実施形態について、第１サブフィールド～第３サブフィール
ドにおける各画素群に対する画像信号の供給を説明するための模式図であり、図１６は、
画像表示領域に第１サブフィールド～第４サブフィールドで画像信号が書き込まれて行く
様子を図式的に示した、図６と同趣旨の図である。図１７は、第４実施形態について、各
サブフィールドにおける画素群を駆動するための各種信号の経時的変化を示すタイミング
チャートである。
【０１４３】
　以下では、説明を簡略化するため、図１５から図１７に示すように、データ線６ａの総
本数が８本で、走査線１１ａの総本数が６本の場合について説明する。
【０１４４】
　第４実施形態では、画像表示領域１０ａにおける複数の画素部（図２参照）は、第１サ
ブフィールドで低解像度の画像を表示する際における最小と表示単位として、２行２列の
４つの画素を夫々含むブロックの単位に分割されている。また、各フィールドは、第１～
第４サブフィールドに分割されている。
【０１４５】
　図１５（ａ）、図１６の上段及び図１７において、第１サブフィールドＳＦ１では、３
行に並ぶ画素群９０－２１～９０－２３の各々について、２種のイネーブル信号ＥＮＢｙ
１及びＥＮＢｙ２に基づいて、二本の走査線１１ａが同時に選択される。
【０１４６】
　一方、画像信号生成回路５０２では、第１サブフィールドＳＦ１において、各行の画素
群９０－２１～９０－２３について、第１画像信号Ｖｄ１１～Ｖｄ１４を、これら画素群
の行毎に生成する。
【０１４７】
　データ線駆動回路１０１は、８本のデータ線６ａのうちの２本ずつに対して、走査信号
Ｇ１～Ｇ６の出力に同期させて、第１画像信号Ｖｄ１１～Ｖｄ１４を走査線１１ａに沿う
方向で順次供給する。
【０１４８】
　図１５（ａ）及び図１７において、第１サブフィールドＳＦ１では、一行目の画素群９
０－２１が選択される期間において、一行目の画素群９０－２１に属する各画素群９０に



(23) JP 2009-109849 A 2009.5.21

10

20

30

40

50

は、第１画像信号Ｖｄ１１～Ｖｄ１４が、２本のデータ線ずつ同時に、第１番目～第４番
目に順次供給される。各画素群９０において、これに属する画素部には夫々、第１画像信
号Ｖｄ１１～Ｖｄ１４が書き込まれる。
【０１４９】
　１行目の画素群９０－２１に続いて、１行目と同様に、２行目の画素群９０－２２が走
査信号Ｇ３及びＧ４に基づいて同時に選択され、これに属する各画素群９０には、第１画
像信号Ｖｄ１１～Ｖｄ１４が２本のデータ線ずつ同時に、第５番目～第８番目に順次供給
される。また、１行目又は２行目と同様に、３行目の画素群９０－２３が走査信号Ｇ５及
びＧ６に基づいて同時に選択され、これに属する各画素群９０には、第１画像信号Ｖｄ１
１～Ｖｄ１４が、２本のデータ線ずつ同時に、第９番目～第１２番目に順次供給される。
【０１５０】
　従って、第１サブフィールドＳＦ１では、画像表示領域１０ａにおいては、２行２列の
画素からなるブロックの単位を、最小の表示単位とする、Ｒ、Ｇ、Ｂのうち対応する一の
色の低解像度の画像を表示することが可能となる。
【０１５１】
　続いて、第２サブフィールドＳＦ２では、図１５（ｂ）、図１６及び図１７において、
３行の画素群９０－２１～９０－２３の各々について、２種のうち一方のイネーブル信号
ＥＮＢｙ２に基づいて、一群の走査線１１ａのうち二本目の走査線１１ａが選択され、走
査信号Ｇ２、Ｇ４、Ｇ６が供給される。
【０１５２】
　一方、画像信号生成回路５０２では、第２サブフィールドＳＦ２において、各行の画素
群９０－２１～９０－２３について、各画素のブロックにおける左下の画素に対して、本
来供給すべき画像信号として、第２画像信号Ｖｄ２１～Ｖｄ２４を生成する。
【０１５３】
　データ線駆動回路１０１は、走査信号Ｇ２、Ｇ４、Ｇ６の出力に同期させて、８本のデ
ータ線６ａの２本ずつに対して第２画像信号Ｖｄ２１～Ｖｄ２４を線順次に供給する。
【０１５４】
　このような垂直走査が一通り行われることで、第２サブフィールドの完了後には、第１
サブフィールドの完了後よりも解像度が向上された画像が表示される。
【０１５５】
　続いて、第３サブフィールドＳＦ３では、図１５（ｃ）、図１６及び図１７において、
３行の画素群９０－２１～９０－２３の各々について、２種のうち一方のイネーブル信号
ＥＮＢｙ２に基づいて、一群の走査線１１ａのうち一本目の走査線１１ａが選択され、走
査信号Ｇ１、Ｇ３、Ｇ５が供給される。
【０１５６】
　一方、画像信号生成回路５０２では、第３サブフィールドＳＦ３において、各行の画素
群９０－２１～９０－２３について、各画素のブロックにおける右上の画素に対して、本
来供給すべき画像信号として、第２画像信号Ｖｄ２１～Ｖｄ２４を生成する。
【０１５７】
　データ線駆動回路１０１は、走査信号Ｇ１、Ｇ３、Ｇ５の出力に同期させて、８本のデ
ータ線６ａの１本ずつに対して一本おきに第２画像信号Ｖｄ２１～Ｖｄ２４を線順次に供
給する。
【０１５８】
　このような垂直走査が一通り行われることで、第３サブフィールドの完了後には、第２
サブフィールドの完了後よりも解像度が向上された画像が表示される。
【０１５９】
　続いて、第４サブフィールドＳＦ２では、図１６において、３行の画素群９０－２１～
９０－２３の各々について、２種のうち一方のイネーブル信号ＥＮＢｙ２に基づいて、一
群の走査線１１ａのうち二本目の走査線１１ａが選択され、走査信号Ｇ２、Ｇ４、Ｇ６が
供給される。
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【０１６０】
　一方、画像信号生成回路５０２では、第４サブフィールドＳＦ４において、各行の画素
群９０－２１～９０－２３について、各画素のブロックにおける右下の画素に対して、本
来供給すべき画像信号として、第２画像信号Ｖｄ２１～Ｖｄ２４を生成する。
【０１６１】
　データ線駆動回路１０１は、走査信号Ｇ２、Ｇ４、Ｇ６の出力に同期させて、８本のデ
ータ線６ａの１本ずつに対して一本おきに第２画像信号Ｖｄ２１～Ｖｄ２４を線順次に供
給する。
【０１６２】
　このような垂直走査が一通り行われることで、第４サブフィールドの完了後には、本来
の解像度を持つ画像が表示される。
【０１６３】
　以上の結果、第４実施形態においても、上述した第１から第３実施形態と同様の利益を
得ることができる。
【０１６４】
　次に図１８を参照して、本実施形態の変形例について説明する。ここに図１８は、本変
形例に係る駆動方法を示す図１６と同趣旨の図である。
【０１６５】
　図１８において、第１サブフィールドＳＦ１では、図１６に示した第４実施形態の場合
と同様に、低解像度の画像の書き込みが行われる。
【０１６６】
　続いて第２サブフィールドＳＦ２では、図１６に示した第４実施形態の場合と異なり、
走査信号を第１サブフィールドと同様に２本の走査線ずつ供給すると共に画像信号をデー
タ線に対して一本ずつ且つ一本おきに供給する。これらにより、第２サブフィールドＳＦ
２の完了時には、表示における最小単位となる画素のブロックの各々について、上側の２
画素について本来の画像信号が書き込まれてなる、低解像度の画像が得られる。第４実施
形態の場合には、図１６から分かるように、表示における最小単位となる画素のブロック
の各々について、左側の２画素について本来の画像信号が書き込まれてなる、低解像度の
画像が得られている。
【０１６７】
　続いて第３サブフィールドＳＦ３では、図１６に示した第４実施形態の場合と異なり、
走査信号を走査線に対して、１本ずつ且つ１本おきに供給すると共に画像信号をデータ線
に対して一本ずつ且つ一本おきに供給する。これらにより、第３サブフィールドＳＦ３の
完了時には、表示における最小単位となる画素のブロックの各々について、右下の画素を
除く３つの画素について本来の画像信号が書き込まれてなる、僅かに低解像度の画像が得
られる。第４実施形態の場合にも、図１６から分かるように、ほぼ同様の画像が得られて
いる。
【０１６８】
　その後、第４サブフィールドＳＦ４では、第４実施形態の場合とほぼ同様に、本来の低
解像度の画像の書き込みが行われる。
【０１６９】
　このように本変形例においても、上述した第４実施形態と概ね同様の利益を得ることが
できる。
【０１７０】
　＜電気光学装置＞
　次に、上述したような各実施形態が適用される電気光学装置の構成について、図１９及
び図２０を参照して説明する。ここに図１９は、本実施形態に係る液晶装置の構成を示す
平面図であり、図２０は、図１９のＨ－Ｈ´線断面図である。尚、以下では本発明の電気
光学装置の一例として、駆動回路内蔵型のＴＦＴ（Thin Film Transistor）アクティブマ
トリクス駆動方式の液晶装置を例にとる。
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【０１７１】
　図１９及び図２０において、本実施形態に係る液晶装置では、ＴＦＴアレイ基板１０と
対向基板２０とが対向配置されている。ＴＦＴアレイ基板１０は、例えば石英基板、ガラ
ス基板、シリコン基板等の透明基板である。対向基板２０も、ＴＦＴアレイ基板１０と同
様に、透明基板である。ＴＦＴアレイ基板１０と対向基板２０との間に液晶層５０が封入
されている。ＴＦＴアレイ基板１０と対向基板２０とは、複数の画素電極が設けられた画
像表示領域１０ａの周囲に位置するシール領域に設けられたシール材５２により相互に接
着されている。
【０１７２】
　シール材５２は、両基板を貼り合わせるための、例えば紫外線硬化樹脂、熱硬化樹脂等
からなり、製造プロセスにおいてＴＦＴアレイ基板１０上に塗布された後、紫外線照射、
加熱等により硬化させられたものである。シール材５２中には、ＴＦＴアレイ基板１０と
対向基板２０との間隔（即ち、基板間ギャップ）を所定値とするためのグラスファイバ或
いはガラスビーズ等のギャップ材５６が散布されている。
【０１７３】
　シール材５２が配置されたシール領域の内側に並行して、画像表示領域１０ａの額縁領
域を規定する遮光性の額縁遮光膜５３が、対向基板２０側に設けられている。但し、この
ような額縁遮光膜５３の一部又は全部は、ＴＦＴアレイ基板１０側に内蔵遮光膜として設
けられてもよい。
【０１７４】
　周辺領域のうち、シール材５２が配置されたシール領域の外側に位置する領域には、デ
ータ線駆動回路１０１及び外部回路接続端子１０２がＴＦＴアレイ基板１０の一辺に沿っ
て設けられている。走査線駆動回路１０４は、この一辺に隣接する２辺に沿い、且つ、額
縁遮光膜５３に覆われるようにして設けられている。更に、このように画像表示領域１０
ａの両側に設けられた二つの走査線駆動回路１０４間をつなぐため、ＴＦＴアレイ基板１
０の残る一辺に沿い、且つ、額縁遮光膜５３に覆われるようにして複数の配線１０５が設
けられている。
【０１７５】
　ＴＦＴアレイ基板１０上には、対向基板２０の４つのコーナー部に対向する領域に、両
基板間を上下導通材で接続するための上下導通端子１０６が配置されている。これらによ
り、ＴＦＴアレイ基板１０と対向基板２０との間で電気的な導通をとることができる。
【０１７６】
　図２０において、ＴＦＴアレイ基板１０上には、画素スイッチング用のＴＦＴや走査線
、データ線等の配線が形成された後の画素電極９ａ上に、配向膜１６が形成されている。
画素電極９ａは、ＩＴＯ（Indium Tin Oxide）膜などの透明導電膜からなり、配向膜１６
は、ポリイミド膜などの有機膜からなる。他方、対向基板２０上には、格子状又はストラ
イプ状の遮光膜２３が形成された後に、その全面に亘って対向電極２１が設けられており
、更には最上層部分に配向膜２２が形成されている。対向電極２１は、ＩＴＯ膜などの透
明導電膜からなり、配向膜２２は、ポリイミド膜などの有機膜からなる。このように構成
され、画素電極９ａと対向電極２１とが対面するように配置されたＴＦＴアレイ基板１０
と対向基板２０との間には、液晶層５０が形成されている。液晶層５０は、例えば一種又
は数種類のネマティック液晶を混合した液晶からなり、これら一対の配向膜間で所定の配
向状態をとる。
【０１７７】
　尚、図１９及び図２０に示したＴＦＴアレイ基板１０上には、これらのデータ線駆動回
路１０１、走査線駆動回路１０４等の駆動回路に加えて、複数のデータ線に所定電圧レベ
ルのプリチャージ信号を画像信号に先行して各々供給するプリチャージ回路、製造途中や
出荷時の当該電気光学装置の品質、欠陥等を検査するための検査回路等を形成してもよい
。
【０１７８】
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　＜電子機器＞
　次に、上述した電気光学装置である液晶装置を各種の電子機器に適用する場合について
説明する。ここに図２１は、プロジェクタの構成例を概略的に示す平面図である。以下で
は、この液晶装置をライトバルブとして用いたプロジェクタについて説明する。
【０１７９】
　図２１に示されるように、プロジェクタ１１００内部には、ＲＧＢの３原色に夫々対応
したＬＥＤ１１０Ｒ、１１０Ｇ及び１１０Ｂが設けられている。ＬＥＤ１１０Ｒ、１１０
Ｇ及び１１０Ｂは、例えば６０Ｈｚの周期で夫々順次に光を投射する。ＬＥＤ１１０Ｒ、
１１０Ｇ及び１１０Ｂから射出された投射光は、夫々合成プリズム１３００に入射した後
、ライトバルブとしての液晶パネル１２００に対して出射される。
【０１８０】
　液晶パネル１２００の構成は、上述した液晶装置と同等であり、コントローラから供給
される信号でそれぞれ駆動されるものである。そして、液晶パネル１２００によって変調
された光は、投射レンズ１４００を介して投影される。これにより、スクリーン等にカラ
ー画像が投写されることとなる。
【０１８１】
　本実施形態に係るプロジェクタ１１００では、Ｒ、Ｇ、Ｂの各原色に対応するＬＥＤ１
１０Ｒ、１１０Ｇ及び１１０Ｂが設けられているため、カラーフィルタを設けなくともよ
い。よって、コストの削減が可能な他、投射光がカラーフィルタを通過しないため、高輝
度が得られる。また、カラーフィルタを設ける必要がないため、画素を微細化して高精細
な画像表示を行うことができる。
【０１８２】
　尚、図２１を参照して説明した電子機器の他にも、モバイル型のパーソナルコンピュー
タや、携帯電話、液晶テレビや、ビューファインダ型、モニタ直視型のビデオテープレコ
ーダ、カーナビゲーション装置、ページャ、電子手帳、電卓、ワードプロセッサ、ワーク
ステーション、テレビ電話、ＰＯＳ端末、タッチパネルを備えた装置等が挙げられる。そ
して、これらの各種電子機器に適用可能なのは言うまでもない。
【０１８３】
　本発明は、上述した実施形態に限られるものではなく、請求の範囲及び明細書全体から
読み取れる発明の要旨或いは思想に反しない範囲で適宜変更可能であり、そのような変更
を伴う表示装置の駆動方法及び駆動回路、並びに電気光学装置及び電子機器もまた本発明
の技術的範囲に含まれるものである。
【図面の簡単な説明】
【０１８４】
【図１】液晶装置の全体構成を示すブロック図である。
【図２】液晶パネルの電気的な構成を示すブロック図である。
【図３】本実施形態に係る液晶装置の駆動方法を模式的に説明するための模式図である。
【図４】データ線駆動回路の構成の一例を示す回路図である。
【図５】１フィールドにおける各画素群に対する画像信号の供給を説明するための模式図
である。
【図６】第１実施形態における、画像表示領域に第１及び第２サブフィールドで、画像信
号が書き込まれて行く様子を図式的に示した一連の平面図である。
【図７】１フィールドにおける画素群を駆動するための各種信号の経時的変化を示すタイ
ミングチャートである。
【図８】第１実施形態の一の変形例に係る、表示における最小単位を走査線に沿った３つ
の画素とした場合における一の駆動方法を図式的に示す図６と同趣旨の一連の平面図であ
る。
【図９】第１実施形態の他の変形例に係る、表示における最小単位を走査線に沿った３つ
の画素とした場合における他の駆動方法を図式的に示す図６と同趣旨の一連の平面図であ
る。
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【図１０】第２実施形態における、第１サブフィールドにおける各画素群に対する画像信
号の供給を説明するための模式図である。
【図１１】第２実施形態における、第２サブフィールド以降における各画素群に対する画
像信号の供給を説明するための模式図である。
【図１２】第３実施形態について、１フィールドにおける各画素群に対する画像信号の供
給を説明するための模式図である。
【図１３】第３実施形態について、１フィールドにおける画素群を駆動するための各種信
号の経時的変化を示すタイミングチャートである。
【図１４】走査線駆動回路の構成の一例を示す図である。
【図１５】第４実施形態について、１フィールドにおける各画素群に対する画像信号の供
給を説明するための模式図である。
【図１６】第４実施形態における、画像表示領域に各サブフィールドで画像信号が書き込
まれて行く様子を図式的に示す図６と同趣旨の一連の平面図である。
【図１７】第４実施形態について、１フィールドにおける画素群を駆動するための各種信
号の経時的変化を示すタイミングチャートである。
【図１８】第４実施形態の本変形例に係る、駆動方法を図式的に示す図１６と同趣旨の一
連の平面図である。
【図１９】液晶装置の構成を示す平面図である。
【図２０】図１９のＨ－Ｈ´線断面図である。
【図２１】電気光学装置を適用した電子機器の一例たるプロジェクタの構成を示す平面図
である。
【符号の説明】
【０１８５】
　６ａ…データ線、１１ａ…走査線、９０…画素群、１００…液晶パネル、１０１…デー
タ線駆動回路、１０４…走査線駆動回路、２００…光源、５０２…画像信号供給回路、５
０６…光源制御回路
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】
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【図１７】 【図１８】

【図１９】

【図２０】

【図２１】
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